
２
３
年
度
に
農
地
集
積
率
を
８
割
と
す
る
目
標
を
掲

げ
て
い
る
が
、
２
０
２
１
年
度
時
点
で
６
割
に
満
た

な
い
。
早
期
集
積
に
向
け
、
既
存
の
税
制
措
置
の
見

直
し
に
向
け
た
検
討
を
含
む
農
地
中
間
管
理
機
構（

注
）の

活
用
が
一
つ
の
方
法
と
考
え
る
。

大
規
模
な
農
業
経
営
に
持
続
的
に
取
り
組
む
た
め

に
は
、
担
い
手
が
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
環

境
の
整
備
も
欠
か
せ
な
い
。
農
業
経
営
や
デ
ー
タ
利

活
用
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
適
応
で
き
る
人
材
の
育
成

促
進
と
と
も
に
、
日
本
の
農
業
を
支
え
る
存
在
と
な

っ
て
い
る
外
国
人
労
働
者
の
在
留
資
格
制
度
の
改
善

を
要
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
品
質
な
品
種
の
果
物
な
ど
は
日
本
の
強

み
で
あ
り
、
農
業
の
高
付
加
価
値
化
に
資
す
る
。
し

か
し
、
す
で
に
複
数
の
品
種
が
海
外
に
流
出
し
、
権

利
侵
害
に
よ
る
経
済
的
損
失
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ

を
防
止
す
る
た
め
、
農
業
者
へ
の
知
的
財
産
に
関
す

る
理
解
促
進
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
強
化
な
ど
、
国
を

挙
げ
た
対
策
の
強
化
を
提
言
し
て
い
る
。
な
お
、
知

的
財
産
を
保
護
し
た
う
え
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
は

じ
め
と
す
る
攻
め
の
施
策
を
進
め
る
こ
と
も
重
要
で

あ
り
、
取
り
組
み
を
行
う
事
業
者
へ
の
後
押
し
が
期

待
さ
れ
る
。

デ
ー
タ
利
活
用
や
革
新
技
術
の
実
装
に
よ
る
農
業

の
生
産
性
向
上
も
不
可
欠
で
あ
る
。
生
産
か
ら
流
通
、

加
工
、
小
売
り
ま
で
様
々
な
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
生
産
者
と
関
連
事
業
者
と
の
間
で
情
報
共
有

を
強
化
し
、
効
率
的
で
無
駄
の
な
い
フ
ー
ド
バ
リ
ュ

ー
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
そ

こ
の
よ
う
に
、
農
業
政
策
が
大
き
な
転
換
点
に
あ

る
中
、
経
団
連
は
５
月
16
日
、
基
本
法
は
じ
め
関
連

法
等
へ
の
意
見
反
映
を
目
指
し
、「
農
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
提
言
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
提
言
で

は
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
も
念
頭
に
、
政
府
が
取

り
組
む
べ
き
施
策
に
つ
い
て
、
①
国
内
の
生
産
基
盤

の
強
化
、
②
輸
出
の
強
化
、
③
環
境
負
荷
軽
減
に
向

け
た
取
り
組
み
の
促
進
─
の
３
つ
の
観
点
か
ら
整

理
し
た
。
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

国
内
の
生
産
基
盤
の
強
化

基
幹
的
農
業
従
事
者
数（
自
営
農
業
に
普
段
の
仕

事
と
し
て
従
事
し
て
い
る
人
数
）は
、
２
０
０
０
年

の
２
４
０
万
人
か
ら
２
０
２
０
年
に
は
１
３
６
万
人

へ
、
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
時

点
で
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
う
ち
65
歳
以
上
は
７
割

を
占
め
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

他
方
、
法
人
経
営
体
の
数
は
２
０
０
０
年
以
降
の
20

年
間
で
６
倍
と
、
増
加
し
て
い
る
。
広
大
な
耕
地
面

積
を
活
か
し
販
売
金
額
を
伸
ば
す
法
人
経
営
体
は
、

農
業
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
大
規
模
な
耕
地

を
活
か
し
効
率
的
な
経
営
を
行
う
経
営
体
が
さ
ら
に

活
躍
で
き
る
よ
う
、
国
内
の
生
産
基
盤
を
強
化
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
農
業
生
産
の
根
幹
で
あ
る

農
地
の
活
用
促
進
に
向
け
、
農
地
を
集
積
・
大
区
画

化
し
、
意
欲
あ
る
経
営
体
に
集
約
し
て
効
果
的
に
活

用
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
政
府
は
２
０

農
業
は
食
料
の
供
給
を
支
え
、
地
域
経

済
の
担
い
手
と
な
る
産
業
で
あ
る
。
し
か

し
、
我
が
国
で
は
従
事
者
の
高
齢
化
や
農

地
の
減
少
が
進
み
、
危
機
的
な
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
世
界
で
は
人
口
増

加
に
よ
る
食
料
需
要
の
増
加
や
地
政
学
リ

ス
ク
の
高
ま
り
を
背
景
に
食
料
の
安
定
供

給
へ
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。
農
産
物

や
食
品
、
資
材
の
多
く
を
輸
入
に
依
存
す

る
我
が
国
も
食
料
安
全
保
障
の
強
化
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
変
化
を
踏
ま
え
、
政
府
は
、

農
政
の
基
本
理
念
や
政
策
の
方
向
性
を
示

し
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法（
以

下
、
基
本
法
）」
の
総
合
的
な
検
証
に
１

９
９
９
年
の
制
定
以
来
初
め
て
着
手
し
た
。

農業の成長産業化に向けた提言提
言

佐
さとう
藤康

やすひろ
博

副会長/農業活性化委員長
みずほフィナンシャル
グループ特別顧問

磯
いそざき
崎功

よしのり
典

農業活性化委員長
キリンホールディング
ス社長

（注）農地中間管理機構：農地を借り受けて必要に応じ条件整備等を行い、農地
を必要とする経営体にまとまったかたちで転貸する都道府県の第三セクター
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図表 政府が取り組むべき施策

❶ 国内の生産基盤の強化

１．大規模化
農地の集積・集約、大区画化
担い手の確保、能力発揮

２．高付加価値化
知的財産保護対策の強化
ブランディングなど
攻めの取り組みの後押し

３．生産性向上
データ利活用の促進
スマート農業の普及
バイオ技術の活用

❷ 輸出の強化
ジャパンブランド確立に向けた海
外への広報宣伝活動の強化
農産物や食品の認証取得促進
輸出環境の整備

❸ 環境負荷軽減に向けた
取り組みの促進

農機の電化促進などによる温室効
果ガスの削減
化学肥料・農薬の役割の周知
フードロスの削減

これらに取り組み、農業の持続的な成長の実現、
食料安全保障の強化につなげていくべき

府
は
、
有
事
の
際
に
ど
の
よ
う
に
食
料
を
確
保
す
る

か
を
具
体
的
に
検
討
し
、
国
民
に
分
か
り
や
す
く
発

信
す
べ
き
で
あ
る
。

輸
出
の
強
化

世
界
の
食
料
需
要
の
増
加
や
海
外
で
の
日
本
食
人

気
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
日
本
産
農
産
物
・
食
品
の

輸
出
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
２
０
２
２
年
の
農
林

水
産
物
・
食
品
の
輸
出
額
は
、
過
去
最
高
の
１
・
４

兆
円
と
な
っ
た
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
輸
出
の

強
化
に
取
り
組
み
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
５
兆
円
と

い
う
、
政
府
が
掲
げ
る
目
標
の
確
実
な
達
成
に
結
び

付
け
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
海
外
で
の
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
に
よ
る
日
本
産
農
産
物
・
食
品
の
高
付
加
価

値
化
に
向
け
た
広
報
宣
伝
活
動
の
強
化
が
欠
か
せ
な

い
。
農
産
物
や
食
品
単
体
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の

食
文
化
や
調
理
方
法
を
デ
ジ
タ
ル
で
発
信
す
る
な
ど
、

海
外
需
要
を
戦
略
的
に
喚
起
す
る
施
策
が
求
め
ら
れ

る
。
農
産
物
・
食
品
に
関
す
る
認
証
の
取
得
支
援
や
、

継
続
的
な
輸
出
環
境
整
備
も
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
農
産
物
や
食
品
の
輸
出
強
化
は
、
不
測
時

に
対
応
可
能
な
国
内
食
料
供
給
基
盤
の
確
立
に
も
つ

な
が
る
と
い
う
意
味
で
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に

資
す
る
。

環
境
負
荷
軽
減
に
向
け
た

取
り
組
み
の
促
進

環
境
問
題
の
深
刻
化
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の

意
識
の
高
ま
り
を
踏
ま
え
る
と
、
農
業
に
お
い
て
も

様
々
な
側
面
で
環
境
へ
の
配
慮
が
欠
か
せ
な
い
。
環

境
負
荷
軽
減
に
向
け
、
官
民
連
携
に
よ
る
関
連
技
術

の
開
発
・
実
装
の
加
速
が
求
め
ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
、
農

機
の
電
化
促
進
に
向
け
た
技
術
開
発
の
加
速
や
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
型
園
芸
施
設
の
導
入
促
進
を
提
言
し

て
い
る
。
ま
た
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
デ

ー
タ
共
有
に
よ
り
、
需
要
に
応
じ
た
生
産
・
流
通
を

行
い
、
余
剰
農
産
物
や
非
効
率
な
輸
送
の
削
減
を
進

め
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

本
提
言
は
公
表
後
、
農
林
水
産
大
臣
は
じ
め
関
係

者
が
参
加
す
る
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
基

本
法
検
証
部
会
に
提
出
し
た
。

そ
の
後
、
同
検
証
部
会
が
公
表
し
た
「
中
間
と
り

ま
と
め
」
に
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
活
用
に
よ

る
農
地
の
集
積
・
集
約
を
通
じ
て
、
適
正
か
つ
効
率

的
に
農
地
利
用
を
図
る
必
要
性
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
生
産

性
の
高
い
農
業
経
営
の
推
進
や
、
関
連
産
業
の
Ｄ
Ｘ

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
旨
が
記
載
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
輸
出
を
国
内
農
業
・
食
品
産
業
の
維
持
・

強
化
に
不
可
欠
な
要
素
と
位
置
付
け
、
輸
出
産
地
の

形
成
等
に
よ
り
供
給
力
を
向
上
さ
せ
る
旨
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

今
後
、
本
提
言
や
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
踏
ま

え
、
基
本
法
の
改
正
に
向
け
た
具
体
的
な
議
論
が
加

速
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

の
際
、
利
便
性
向
上
の
た
め
、
デ
ー
タ
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
の
標
準
化
が
欠
か
せ
な
い
。
加
え
て
、
ス
マ
ー
ト

農
業
の
普
及
に
向
け
て
、
ス
マ
ー
ト
農
機
の
導
入
支

援
の
拡
充
や
農
作
業
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
の
普
及
を
求
め
て
い
る
ほ
か
、
新
た
な
食
料
生
産

手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
る
バ
イ
オ
技
術
の
研
究
開
発

の
加
速
を
要
望
し
て
い
る
。

な
お
、
食
料
安
全
保
障
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、

国
内
生
産
基
盤
の
強
化
に
資
す
る
国
内
の
生
産
拡
大

の
推
進
と
と
も
に
、
輸
入
や
備
蓄
を
安
定
さ
せ
、
適

切
に
組
み
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
政
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